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　地球温暖化解決に向けてバイオエタノールの生産が行われているが、現状ではサトウキビやトウモロコシとい
って食用植物から生産されており、2050年代には100億人を突破しそうな地球において得策とは言えない（食料
用植物は食料として使わないといけない）。木材等の非可食性バイオマスを有効活用し、バイオ燃料やプラスチ
ック原料を製造する技術開発が必須であるが、キノコの仲間である白色腐朽菌が、環境に優しい、新たな製造法
となる可能性を秘めている。さらに、白色腐朽菌は様々な難分解性環境汚染物質（環境ホルモンと考えられてい
るビスフェノールA、カビ毒アフラトキシンB1、ミツバチの大量失踪・大量死の原因物質と考えられているネオ
ニコチノイド系殺虫剤）を巧みに分解し、無毒化するといったユニークな能力を有しており、本能力を十二分に
活用した、環境に優しい浄化法も可能であることから、『地球の救世主としての白色腐朽菌』の基礎・応用研究
に勤しんでいる。

　現在、地球温暖化や環境汚染等、地球環境が危機的な状況にある。地球温暖化は石油等の化石資源の利用に寄
るところが大きく、環境汚染は、人類の豊かさを最優先に経済活動を進めてため起こったと言っても過言ではな
い。これらの問題を解決すべく、「白色腐朽菌」（身近な例では、シイタケやヒラタケが該当する）と呼ばれる一
群の微生物を使った研究を展開している。そもそも白色腐
朽菌は、自然界において木材の分解者であり、特に、木材
の主要成分であり、難分解性高分子であるリグニンを高度
に分解出来る唯一の微生物である。この白色腐朽菌が持つ
「木材（リグニン）分解能」及び「各種発酵能」を活用して、
木材（セルロース及びリグニン）よりバイオ燃料（エタノ
ール、水素等）やプラスチック原料（乳酸、フェノール類、
ジカルボン酸類等）を産生可能な白色腐朽菌株の（遺伝子
工学的）作出を展開している。さらに、白色腐朽菌のユニ
ークな異物代謝能に着目し、白色腐朽菌を用いた難分解性
環境汚染物質の分解・無毒化についても研究を行っている。
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